
第１回の課題レポートは，前にある
緑色のカゴの中に提出して下さい。

第１回の課題レポートの提出締切は，
５月１日（金）です。

前回（4月15日）に欠席した人は，
前にある「講義計画」A3×1枚を
取ってください。





「マイナビ・日経 2027年卒大学生就職企業人
気ランキング」を発表 （2026年4月20日公開）

文系はニトリが4年連続1位。「セガ」「トヨタ自動
車」「Sky」が新たにトップ10入り。理系は前年2
位の「味の素」が1位に。そのほか自動車関連
企業が人気の傾向

マイナビは、日本経済新聞社と共同で、2027年卒学生を対象と
した「マイナビ・日経 2027年卒大学生就職企業人気ランキング
」を実施し、文系ランキング（総合・男子・女子）と理系ランキン
グ（総合・男子・女子）の各上位100社を発表します。



■文系総合： 「ニトリ」が4年連続トップ。前年3
位の「味の素」が2位にランクアップした。「コナミ
グループ」が前年10位から4位と前年に引き続
きさらに順位を上げたほか、「セガ」「トヨタ自動
車」「Sky」が新たにトップ10入りを果たした。





■理系総合：前年2位の「味の素」が首位に。6
位「ダイキン工業」が前年115位から大きく順位
を上げた。「本田技研工業（Ｈｏｎｄａ）」が前年13
位から4位、「デンソー」が前年10位から7位、「
トヨタ自動車」が8位をキープするなど、自動車
関連が存在感を示している。







【マイナビ・日経】2026年卒大学生就職企業

人気ランキング （公開日：2025.04.15）

文系総合ランキング

「ニトリ」が3年連続でトップ。「みずほフィナンシャルグ
ループ」も2年連続で2位をキープした。「全日本空輸（
ANA）」がトップ10に入り、同じく順位を上げた「日本航
空（JAL）」「ＪＴＢグループ」など航空・旅行関連が上位
に。「良品計画」「コナミグループ」も前年から大きく順
位を上げた。



■調査期間 2024年10月1日（火）～2025年3月25日（火）

■調査対象 2026年3月卒業見込みの全国大学3年生、大学
院1年生（調査開始時点）

■調査方法 就職情報サイト「マイナビ2026」および当社発行
の就職情報誌、当社主催のイベント会場でアンケート告知を行
い、WEB上のアンケートフォームで回収

■ 企業人気ランキングは5社連記方式

■ 選社理由は1社につき2項目を選択する複数回答

有効回答数 35,419名



順位 企業名 得票 前年順位

1 ニトリ 1,248 1

2
みずほフィナン
シャルグループ

683 2

3 味の素 653 5

4 伊藤忠商事 591 3

5 日本航空（JAL） 573 7

6 良品計画 512 30

7 ＪＴＢグループ 505 9

8
全日本空輸
（ANA）

491 16

9 バンダイ 490 10

10 コナミグループ 453 31



理系総合ランキング

「ソニーグループ」が4年連続で1位。2位は同じく4年連
続で「味の素」に。「サントリーグループ」も前年25位か
らトップ10入りとなった。前年10位から8位に順位を上
げた「トヨタ自動車」や、前年64位から大きく順位を上
げた「デンソー」など自動車関連が人気。



順位 企業名 得票
前年順位

1 ソニーグループ 533 1

2 味の素 487 2

3 Ｓｋｙ 384 4

4 ＫＤＤＩ 315 3

5
パナソニックグ

ループ
299 5

6 NTTデータ 257 7

7 三菱重工業 246 6

8 トヨタ自動車 245 10

9
サントリーグ
ループ

220 25

10 デンソー 200 64





「マイナビ・日経 2025年卒大学生就職企業

人気ランキング」を発表 （2024.04.09）

株式会社マイナビ（本社：東京都千代田区、代表取締役 社長
執行役員：土屋芳明）は、株式会社 日本経済新聞社（本社：東
京都千代田区、代表取締役社長：長谷部剛）と共同で、2025年
卒学生を対象とした「マイナビ・日経 2025年卒大学生就職企業
人気ランキング」を実施し、文系ランキング（総合・男子・女子）
と理系ランキング（総合・男子・女子）の各上位100社を発表しま
す。

なお、当社では、「マイナビ大学生就職企業人気ランキング」を
1978年（1979年卒）より毎年実施しており過去の順位等は同調
査を参照しています。上位10社（文系総合、理系総合）および
概況は以下の通りです。





■文系総合： 「ニトリ」が2年連続のトップに。「みずほ
フィナンシャルグループ」が前年15位から大きく票を伸
ばし2位にランクイン。「三菱ＵＦＪ銀行」も6位から4位
へ順位を上げるなど躍進した。「セガ」、「バンダイ」と
いったゲーム・玩具関連企業も順位を上げたほか、前
年13位だった「日本航空（JAL）」がさらにランクアップを
果たし7位となった。

■理系総合：「ソニーグループ」が3年連続1位。2位に
は3年連続で「味の素」がランクインした。3位「ＫＤＤＩ」
は前年121位から大幅にランクアップしたほか、「パナ
ソニックグループ」が25位から5位、「キヤノン」が13位
から8位と順位を上げ、トップ10入りを果たした。





【マイナビ・日経】2024年卒大学生就職企業

人気ランキング （2023.04.12）

文系はニトリが初の1位。理系はソニーグルー
プが2年連続1位

就職情報サイト「マイナビ2024」および当社発行の就職情報誌
、当社主催のイベント会場でアンケート告知を行い、WEB上の
アンケートフォームで回収（41,185名回答）

■ 企業人気ランキングは5社連記方式

■ 選社理由は1社につき2項目を選択する複数回答



■文系総合

「ニトリ」が初のトップとなった。2位には前年トッ
プの「東京海上日動火災保険」が続く。3位の「
JTBグループ」は、旅行業界の人気回復を受け
て前年19位から大きく票を伸ばした。4位には
初任給引き上げが話題となった「ファーストリテ
イリング」が前年13位からランクイン。また、航
空需要の高まりから「日本航空（JAL）」が前年
35位から13位と大きく順位を上げている。





■理系総合

「ソニーグループ」が2年連続1位、2位に「味の
素」がランクインした。3位「三菱重工業」は前年
8位からランクアップ。6位の「セガ」と10位の「ア
イリスオーヤマ」は共に前年47位からトップ10
入りし、大幅なランクアップとなった。





「産経新聞社×ワークス・ジャパン2023年卒
大学生就職人気企業ランキング」の調査結
果を発表

（株式会社ワークス・ジャパン 2022.3.7.）
1．コロナ時代でオンライン中心の就職活動を行っている学生は、ど
のような価値観や視点で就職希望先企業を選択したのか
2．文系総合では、「生命・損害保険」「総合商社」「銀行・証券」が上
位に
3．理系総合では、「IT・ソフトウェア」「コンサル」に人気が集まる
4．就職活動の起点はインターンシップとなっている
5．企業の取り組みに対して学生の共感・納得を促すための情報発
信も重要に





【金融大手、総合商社に支持。インターンシップが採用
活動の起点に】
文系総合の1位は、伊藤忠商事、２位は損害保険ジ
ャパン、３位には東京海上日動火災保険が入りました
。伊藤忠商事は、視聴者制限なしのオンラインセミナ
ーやVRを活用したイベントを開催するなど、現在の学
生と親和性の高い情報発信を強化。損害保険ジャパ
ンは、22卒よりインターンシップをオンライン化。アンケ
ートやチャット機能を活用したグループワーク方式で
業務体験を促すなど、企業と学生の双方向性を意識
した広報活動や現場社員との交流を多く設けて企業
理解や共感を促す施策を数多く行ったことで、学生の
支持を集めたようです。



就職活動の起点はインターンシップ

多くの企業が、昨年9月に実施した「インターンシップ
人気企業ランキング」でも上位にランクインしています
。学生からも「事業戦略パートナーとして新しいビジネ
スモデルへ挑戦している姿勢に共感できた」（東京海
上日動火災保険）、「副業や週２週３勤務が可能など、
働き方改革への高い意識を感じた」（みずほフィナンシ
ャルグループ）といった声が聞かれ、インターンシップ
を起点として学生と密なコミュニケーションを徹底し、
企業理解・事業理解を促すことで学生からの高い興味
関心につなげているようです。



文系男子では「不動産」、文系女子では「出版」が人気

その他の業界に目を向けると、９位のニトリ、12位の
講談社、17位の楽天グループなど、学生にとって身近
な商材を扱う企業も高い支持を得ています。男女別に
みると、文系男子では、10位に三井不動産、14位の
三菱地所といった「不動産」が、文系女子では、４位に
講談社、12位の集英社などの「出版」が上位にランク
インしました。





【ＤＸ推進や社会への貢献性の２軸に支持が集まる】

理系総合のトップは、ソニーグループ。2位にはNTT
データが入りました。８位の日立製作所、10位の富士
通も含め、各社事業領域は異なるものの、DX推進と
いったビジネスイノベーションへの取り組みを強化して
おり、学生からも「高い技術力を有していると感じる」と
いった声が多くあがりました。



若手からスキルを磨ける場として支持を集める「コン
サル」

３位のアクセンチュア、５位の野村総合研究所、20位
のPwCといったコンサル系も支持を集めています。各
社の企業サイトには、AIやブロックチェーンといったキ
ーワードが並び、企業のDX化や働き方改革における
重要なパートナーとしての存在感の大きさや「若いうち
からスキルを磨くことができると感じる」など、学生が
自身のキャリア形成を見据えた上で魅力的な場である
と感じているようです。



マッチング採用を重視するモノづくり、インフラ系メーカ
ー人気も根強い

４位のトヨタ自動車、6位のパナソニック、12位の三
菱重工業など、事業のスケール感や幅広い事業領域
、社会貢献性の高さが特徴であるモノづくり、インフラ
系メーカーへの支持も根強いものがあります。採用手
法もマッチングを丁寧に行うアプローチが主体で「やり
たい仕事ができるから」「自分の専攻を活かしたい」と
いう学生から人気を集めています。



幅広い業界が積極採用。高まる理系人材人気

20位の伊藤忠商事、31位の三井不動産など、従来
文系学生から就職希望先としての人気が高い企業も
上位にランクインしました。事業幅の拡大により理系
人材の獲得を積極的に行っており、「理系にも活躍フィ
ールドがある場」として浸透してきているようです。

男女別ランキングを見ると、理系男子は総合と大き
な差がない一方で、理系女子は、1位の資生堂、２位
のコーセー、6位の味の素、７位の花王、９位の森永乳
業が上位10位に入り、「薬品・化粧品・日用品」や「食
品」人気が目立っています。









「マイナビ・日経 2023年卒大学生就職企
業人気ランキング」を発表 (2022.04.07.)
【文系総合】
東京海上日動火災保険が2年連続のトップ。2位のソニーグル
ープは前年19位からの大躍進、3位に前年5位のニトリが入っ
た。4位の日本生命保険など「安定」「社会貢献」をキーワードに
生保・損保業界が前年に続き多くランクイン。前年コロナの影響
を受けたホテル・旅行業界はPlan･Do･Seeが前年41位から12
位に、JTBグループが前年35位から19位と大きく順位を上げて
いる。
【理系総合】
文系総合2位のソニーグループが理系総合首位に。2位に味の
素、3位が富士通となった。4位のNTTデータ、7位のSkyなど、
IT関連需要増とともに情報技術に強みを持つ企業が上位に入
った。また8位の三菱重工業は前年43位から大幅にランクを上
げた。







2022年卒大学生就職企業人気ランキン
グ、文系・理系第1位は？

2021/04/09 13:59

マイナビは4月9日、日本経済新聞社と共同で実施した、2022
年卒学生を対象とした「マイナビ・日経 2022年卒大学生就職企
業人気ランキング」を発表した。

同社は「マイナビ大学生就職企業人気ランキング」を1978年（
1979年卒）より毎年実施している。調査対象は2022年3月卒業
見込みの全国大学3年生、大学院1年生で、有効回答4万1,093
名（文系男子 12,598人、文系女子17,308人、理系男子 6,568
人、理系女子 4,619人）。



文系の総合ランキングは、東京海上日動火災
保険が1982年（1983年卒）以来のトップ（当時：
東京海上火災）となった。第2位以降は、第一生
命保険、味の素、伊藤忠商事、ニトリが順にラ
ンクインした。コロナの打撃を受けた旅行・航空
業界の企業が軒並みランクを下げる一方、巣
籠り需要の恩恵を受けた業界（食品・出版・音
楽・ゲーム・スーパー）の上昇が目立った。



理系の総合ランキングは、味の素が2016年（
2017年卒）以来5年ぶりに首位に立った。第2

位以降は、ソニーグループ、サントリーグループ
、明治グループ、トヨタ自動車と続いている。
食品は上位20社中8社と安定した人気で、自動
車関連企業の人気復活もうかがえる。







マイナビ・日経 2020年卒大学生就職企業
人気ランキング 2019.4.9.

株式会社マイナビ（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：
中川信行）は、株式会社 日本経済新聞社（本社：東京都千代
田区、代表取締役社長：岡田直敏）と共同で、2020年卒学生を
対象とした『マイナビ・日経 2020年卒大学生就職企業人気ラン
キング』を実施しました。 文系ランキング（総合・男子・女子）と
理系ランキング（総合・男子・女子）の各上位100社を発表しま
す。なお、弊社では、『マイナビ大学生就職企業人気ランキング
』を1978年より毎年実施しており、過去の順位等は同調査を参
照しています。上位10社（文系総合、理系総合）および概況は
以下の通りです。※ 有効回答47,939名（過去最多投票人数）



■文系総合
JTBグループが3年ぶりに首位に返り咲き。2位は前年
首位の全日本空輸（ANA）、3位は東京海上日動火災
保険。6位の味の素（前年34位）、8位のコナミグルー
プ（前年62位）、9位のソニーミュージックグループ（前
年20位）は前年から大きく順位を上げて初のトップ10
入り。

■理系総合
ソニーが3年連続で首位。2位も3年連続で味の素。5
位の富士通（前年26位）は2007年卒以来13年ぶりの
トップ10入り。10位のオムロン（前年18位）は初のトッ
プ10入り。



順位 企業名 得票 前年順位

1 ＪＴＢグループ 1,336 4

2
全日本空輸
（ANA）

1,313 1

3
東京海上日動火

災保険
1,306 3

4 ソニー 1,302 7

5 日本航空（JAL） 1,238 2

6 味の素 775 34

7 伊藤忠商事 749 9

8 コナミグループ 725 62

9
ソニーミュージッ
クグループ

723 20

10 アサヒビール 704 16

■文系総合ランキング(上位10位）



順位 企業名 得票 前年順位

1 ソニー 1,102 1

2 味の素 710 2

3

明治グループ
（明治・Meiji 

Seika ファルマ）
482 3

4 カゴメ 352 4

5 富士通 339 26

6 トヨタ自動車 334 9

7
サントリーグ
ループ

323 5

8 アサヒビール 321 10

9 森永乳業 318 6

10 オムロン 301 18

■理系総合ランキング(上位10位）



【参考資料】平成の就職企業人気ランキングを辿る ～
時代の変遷と共にランキングも変化している。ここでは平成元
年から10年ごとに結果を辿ってみたい。

「文系総合」を見ると、平成元年はバブル景気に沸く中、上位30
位中「商社」が6社、「銀行・証券」が9社と高い人気を誇ってい
た。一方で、平成不況により就職環境が底にあった平成11年
は幅広い業界の企業がランクインしている。リーマンショックの
影響下にある平成21年は「航空・鉄道」や「食品」業界に属する
企業の順位が上昇した。

「理系総合」の平成元年は上位10位中7社が「総合電機」で占
められていた。平成11年になるとインターネットの普及に伴い、
「通信」や「ソフトウエア」の企業が上位に名を連ねている。平成
21年では、上位30位中6社を「食品」が占め、現在も根強い人
気を誇っている。





「2017年卒マイナビ大学生就職企業人気ランキング」
調査結果を発表 2016年05月12日
3万人超が回答。文系はJTBグループが9年連続首位
。 理系は味の素が6年ぶりトップ。調査開始以来初と
なる「本社所在地域別ランキング」も同時発表。
株式会社マイナビは、1978年以来毎年実施している「
マイナビ大学生就職企業人気ランキング」の2017年
卒業予定者対象の、文系ランキング（総合・男子・女子
）と理系ランキング（総合・男子・女子）の各上位100社
を発表します。有効回答数は今回初めて3万人を超え
（33,630名）、過去最多となりました。また、今回初め
て本社所在地域別のランキングを集計し、合わせて発
表します。上位10社（文系総合、理系総合）および概
況は以下の通りです。



■文系総合
JTBグループが9年連続トップに。文系トップ100では
、生保、損保、証券、 音楽、航空関連の企業などが上
昇。
■理系総合
味の素が2011年卒調査以来6年ぶりのトップに返り
咲いた。理系トップ100では、建設、住宅、ソフトウエア
、給食サービス、調剤薬局チェーンなどが上昇。
■本社所在地域別
関西は積水ハウス、九州・沖縄は九州旅客鉄道（JR
九州）がトップとなった。また、北海道は菓子メーカー、
東北は地銀、
東海・北陸は自動車関連やトヨタグループ、中国・四
国は食品メーカーのランクインが目立った。





2015 年卒マイナビ大学生就職企業人気
ランキング調査結果発表

（２０１４年３月２７日）
調査回答数19,228 件にて2015年3月大学・大
学院卒業予定者の調査結果がまとまりました。



■ 文系総合 ＪＴＢグループが7 年連続トップ。
旅行・空輸・広告が各2 社ずつで上位を占める
■ 理系総合 カゴメが初のトップ。2 位のトヨタ
自動車は6 年ぶりのトップ3 返り咲き
■ 文系トップ100 飲料メーカー、ゲーム関連業
、ブライダル業界の上昇が目立つ
■ 理系トップ100 ゼネコンの上昇が目を引く。
飲料メーカー、薬品メーカーも上昇
■ 理系院生ランキング トヨタ自動車がトップ。
日立製作所、東芝と続き、トップ3 総入れ替え



＜採用・就職市場の概況＞
■ 2年連続の内定率の上昇などを受けて、大手志向、安定志向が、ともに
増加傾向
2015年卒の新卒採用は、次年度に政府要請による採用スケジュールの変
更を控えているため、3年続いた12月採用広報開始・4月選考開始の最終年
となる。前々年度、前年度と内定率が上昇傾向だったことや、景況感の改善
を伝える報道の影響からか、「2015年卒マイナビ大学生就職意識調査」で
は2年連続で「大手志向」がやや増加した。
企業人気ランキングの選社理由では、前年同様「やりたい仕事ができる*1」
が最も票を集めたが、文系では前年度に続いてやや割合が下がった（理系
はほぼ横ばい）。一方「安定している*2」は文理とも前年に続いて上昇し、安
定志向が強まっているようだ。また「業界上位である*3」は文系では増加、
理系では減少という対照的な結果となった。その他、文理とも増加したのは「
将来性がある*4」で、逆に文理とも減少したのは「社会的貢献度が高い*5」
だった。
このような状況のもと、文系のランキングでは「JTBグループ」が7年連続の
トップ（文系男子・文系女子ともにトップ）、理系のランキングでは「カゴメ」が
前々年の3位、前年の2位からひとつずつ順位を上げて初のトップとなった。
「カゴメ」は理系女子でも前年に続いてトップとなったが、理系男子、理系院
生では「トヨタ自動車」がそれぞれ前年より順位を上げてトップを獲得した。



＜文系ランキングの概況＞
■ ＪＴＢグループが７年連続トップ。旅行・空輸・広告が各２社ずつで上位を
占める
「ＪＴＢグループ」が7年連続のトップとなった。文系女子でも同じく7年連続の
トップ、さらに文系男子でも2年ぶりにトップに返り咲いた。
２位は４年連続で「ANA（全日本空輸）」が入った。前年同様２位だった文系
女子に加え、文系男子でも13位から６位と大きく上昇した。「客室乗務員の
採用数を過去最多にする」という報道も注目を集めたものと思われる。
３位も前年と同じ「エイチ・アイ・エス(H.I.S.)」で、トップ3は前年とまったく同じ
となった。文系男子では前年の24位から4位と大きく順位を上げた。
４位には前年の８位から上昇した「ＪＡＬ（日本航空）」がランクイン。2010年
卒の５位以来のトップ５入りとなった。文系女子でも４位、文系男子では大き
く順位を上げて30位に入った。 「訪日外国人旅行者が1000万人を突破した
」ことなどが追い風となり（2013年、日本政府観光局の統計）、上位４社を旅
行・観光関連業が占める結果となった。
５位には「電通」が、続く６位には前年の14位から上昇した「博報堂／博報堂
ＤＹメディアパートナーズ」がランクインし、広告業界大手が続いた。
７位には「三菱東京ＵＦＪ銀行」、９位には「東京海上日動火災保険」が入り、
トップ１０内の金融業は前年同様２社となった。
文系トップ100内で上昇した企業が目立つ業界としては、飲料メーカー、ゲー
ム関連業、ブライダル業界が挙げられる。金融もおおむね上昇傾向で、銀行
・証券では８社中６社が順位を上げた。



＜理系ランキングの概況＞
■ カゴメが初のトップ。2位のトヨタ自動車は6年ぶりのトップ3返り咲き
「カゴメ」が前々年の３位、前年の２位からトップに登りつめた。2007年卒か
ら9年連続トップ10入りの末、ついに１位獲得となった。理系女子でも２年連
続のトップとなっている。学科系統別の「数・物・農・その他系」でも前年に引
き続きトップだった。
２位は前年の７位からランクアップした「トヨタ自動車」。2009年卒の1位以
来、６年ぶりのトップ３返り咲きとなった。理系男子、理系院生ではトップとな
っている。輸出増やハイブリッド車の普及など好材料がそろう自動車業界を
牽引する存在として、就活生の注目度も高まったようだ。
３位は前年６位から上昇の「味の素」で、３年ぶりのトップ３入りとなった。理
系女子で３位、理系院生で７位、「数・物・農・その他系」で２位、「化学・薬学
系」で９位と、幅広く票を集めている。



４位は「ＪＲ東日本（東日本旅客鉄道）」。選社理由では「安定している」が
28.8％と、トップ50位内で最も高く、理系の安定志向の票を集める形となっ
たようだ。５位は前年と同じく「明治グループ(明治・Meiji Seika ファルマ)」。
４年連続のトップ５入りで、安定した人気となっている。
６位には８位から順位を上げた「三菱重工業」、７位には９位から順位を上げ
た「東芝」が入った。「三菱重工業」は「機械・電気・情報系」で前年４位から
上昇しトップとなった。８位の「旭化成グループ」は「化学・薬学系」で前年に
引き続きトップだった。トップ１０に新たにランクインしたのは10位の「一条工
務店」１社で、前年の14位から初のトップ10入りとなった。「土木・建築系」で
も前年に引き続きトップとなっている。
理系のトップ100では、ゼネコン５社がいずれもランクアップしているのが目
を引く。アベノミクスによる「大規模な公共投資」の効果が早くも表われた形
となった。前年同様、業界別で最も多くの企業がランクインしている食品業界
では、文系でも上昇が見られた飲料メーカーが理系でも上昇している。また
、薬品業界も上昇する企業が多く見られた。



＜理系院生ランキングの概況＞
■ トヨタ自動車がトップ。日立製作所、東芝と続き、トップ３総入れ替え
今年度で２年目となった理系大学院生の企業人気ランキングは、研究職志
向をより強く反映したランキングになっている。
トップは「トヨタ自動車」で、主に「機械・電気・情報系」の大学院生から票を集
め、前年６位から上昇した。選社理由では「技術力が高い」（21.3％）と「業界
上位である」（20.4％）がともに２割を超え、「安定している」（15.2％）も高い
割合となっている。
２位は「日立製作所」で前年７位から上昇。「機械・電気・情報系」の大学院
生の票を最も多く集めた。また理系全体の得票のうち大学院生からの票は
64.1％で、非常に高い割合となっている（理系の全投票のうち、大学院生の
票は28.4％）。
３位は前年７位の「東芝」で、ここまでのトップ３は前年から総入れ替えとなっ
た。「機械・電気・情報系」の大学院生だけでなく、「数・物・農・その他系」の
大学院生からも多くの票を獲得している。選社理由の最多は「技術力が高い
」（28.8％）だった。
４位は「三菱重工業」。選社理由の「技術力が高い」は34.3％で、トップ20内
で最も高い値だった。
５位は「三菱電機」。理系学生の得票のうち大学院生が占める割合は62.3
％と６割を超えている。
「化学・薬学系」の大学院生の票を最も集めた「旭化成グループ」は６位。「
数・物・農・その他系」の大学院生の票を最も集めた「カゴメ」は９位となった。



2014 年卒マイナビ大学生就職企業人気ランキン
グ調査結果発表 （2013年3月28日，株式会社マ
イナビ）2014 年3月大学卒業予定者の調査結果

■ 文系総合 ＪＴＢグループ６年連続トップ。経営再建を果
たしたJAL（日本航空）が８位。
■ 理系総合 ＪＲ東日本（東日本旅客鉄道）が初のトップ。
■ 文系トップ100 銀行・証券、生保・損保、建築・住宅、
鉄道・航空の上昇が目立つ
■ 理系トップ100 前年同様食品が強い、鉄道・航空、繊
維・化学・薬品・化粧品が上昇
■ 理系院生ランキング 旭化成グループがトップ、三菱電
機、JR 東海（東海旅客鉄道）がつづく



文系総合ランキング

1 ＪＴＢグループ775 1
2 ＡＮＡ（全日本空輸） 520 2
3 エイチ・アイ・エス441 6
4 電通414 4
5 三菱東京ＵＦＪ銀行410 5
6 オリエンタルランド408 3
7 ＪＲ東日本（東日本旅客鉄道） 363 10
8 ＪＡＬ（日本航空） 341 -
9 Ｐｌａｎ・Ｄｏ・Ｓｅｅ 333 18
10 東京海上日動火災保険332 20



理系総合ランキング：上位10社

1 ＪＲ東日本（東日本旅客鉄道）
2 カゴメ
3 旭化成グループ
4 資生堂
5 明治グループ(明治・Meiji Seika ファルマ) 
6 味の素
7 トヨタ自動車
8 三菱重工業
9 東芝
10 ＮＴＴデータ





沖縄の学生に人気の就職志望先ランキング 3
位はサンエー 2位は琉球銀行 1位は？

2021年3月16日 沖縄タイムスプラス
求人誌「ルーキー」を発行するラジカル沖縄は１
５日までに、２０２２年新規学卒者就職志望ラン
キングを公表した。１位は沖縄銀行で、２位は
琉球銀行、３位は県内流通最大手のサンエー
と続いた。沖銀と琉銀は、男女別に見ても１位、
２位と高い支持を集めた。志望の上位理由とし
ては「職場に活気があり、雰囲気が良い」「安定
性・将来性がある」が多く挙がった。





同社は上位１０社への希望理由から「説明会で人事担
当者や若手社員と会話することで職場の雰囲気や活
気を感じ取り、働きやすさやスキルアップできる環境を
重視する傾向」と分析する。
３月５日に宜野湾市の沖縄コンベンションセンターで
開かれた「ルーキーナビ２０２２」合同企業説明会でア
ンケートを配布し調査した。有効回答人数は２１４人。
新型コロナウイルスの影響で、３月の就職活動解禁
前から企業インターンや業界イベントのオンライン化
が進んでいる。
同社は「コロナで採用人数を減らしている企業もある
。第２の就職氷河期が来る可能性もある」とし、楽観視
せず早めの準備を呼び掛けた。



沖縄の就職希望ランキング､１位は6年連続で
… 学生の安定志向を反映

沖縄タイムスプラス 2018年3月15日
求人誌「ルーキー」を発行するラジカル沖縄は１
４日、２０１９年新規学卒者就職希望ランキング
を公表した。１位は県内流通最大手のサンエー
で、２位は沖縄セルラー電話、３位はＪＡおきな
わ、４位が沖縄電力、５位が沖縄銀行と続いた
。サンエーは男女ともに志望があり、６年連続
でトップとなった。ＪＡは、安定性に加え、新社屋
完成のイメージ効果もあり、前回の１８位から躍
進した。



上位企業の志望理由に「安定性・将来性がある」と回答した学生が
多く、安定志向の強さがうかがえた。「仕事を通じてスキルアップで
きる」「職場に活気があり雰囲気が良い」「企業のイメージが良い」
なども選ばれた。

一昨年に３社が経営統合してできたＪＡＬスカイエアポート沖縄は
、ＪＡＬグループのネームバリューと分散していた票が集まり、１５位
に入った。沖縄コカ・コーラボトリングは前回の３５位から１０位にラ
ンクイン。ラジカル沖縄主催の合同企業説明会で今期初の参加と
なり、学生との接点が増え企業ＰＲにつながったとみられる。

男女別でみると男性はＩＴ業界に人気があり、女性は航空業界、ブ
ライダル業界が上位に入った。

調査はラジカル沖縄が１２日、沖縄コンベンションセンターでの合
同企業説明会で実施。学生４２５人から回答を得た。





沖縄の就職人気ランキング
サンエー5年連続1位 2017年3月14日
求人誌「ルーキー」を発行するラジカル沖縄は１
３日、２０１８年新規学卒者就職志望ランキング
を公表した。県内流通最大手のサンエーが５年
連続で１位、２位は沖縄銀行、３位は琉球銀行
、４位は沖縄海邦銀行、５位は沖縄セルラー電
話で、上位５社は昨年と同じ結果だった。同社
は１０日、沖縄コンベンションセンターで合同企
業説明会を開き、学生５１４人の回答を集計し
た。





学生が挙げた志望理由は、上位９社とも「職場に活気
があり雰囲気が良い」が一番多く、「安定性・将来性が
ある」「仕事を通じてスキルアップできる」などが続いた。

１６年４月にエアー沖縄とグランドシステム沖縄が経営
統合したＡＮＡ沖縄空港は昨年の４０位から８位へ順位
を上げた。ＡＮＡの知名度が順位アップにつながったと
みられるという。９位に入った沖縄ワタベウェディングは
、女性の間で沖縄銀行と同じ２位で高い支持を得た。
ラジカル沖縄は「学生にとっての売り手市場がここ数
年続く中、インターンを積極的に受け入れる企業が増え
ている。結果的に『職場に活気があり雰囲気が良い』が
志望理由に多く上がった」と分析している。



就職希望企業ランキング2014
（2013年3月10日発表）

沖縄タイムス 就職ナビ











ＪＴＢが首位、日本郵政４位＝大学生の就職志望－リクルート調査
2010年4月7日（水）20:03  ［時事通信社］

リクルートは７日、来春卒業予定の大学生の就職志望ランキング
を発表した。それによると、ＪＴＢグループが女性の高い支持を集め
て首位となり、不況に強いとされる鉄道のＪＲ東海、ＪＲ東日本が２、
３位と前年同様に上位を占めた。４位には日本郵政グループが
入った。
ＪＴＢは前年まで地域会社ごと、日本郵政は事業会社ごとの集計
だったが、今回からグループ全体で取りまとめた結果、トップ１０に
顔を出した。また、全日空の５位に対し、前年１４位で経営再建中
の日本航空は上位１００位から名前が消えた。 オリエンタルランド
が６位と初めて１０位内に入り、バンダイも８位となるなど娯楽関連
企業が躍進したのも今回の特徴だ。リクルートは「レジャー産業全
体の社会的地位が向上している」と分析している。 調査は２月に実
施、１万５３４６人から回答を得た。このほか、ソニーは前年の２９位
から７７位に急落。リコール問題に揺れるトヨタは８２位だった。

http://search.goo.ne.jp/web.jsp?MT=%A5%EA%A5%AF%A5%EB%A1%BC%A5%C8&from=news_body&PT=news_body&rank=0
http://search.goo.ne.jp/web.jsp?MT=%A3%CA%A3%D4%A3%C2&from=news_body&PT=news_body&rank=0
http://search.goo.ne.jp/web.jsp?MT=%A3%CA%A3%D2%C5%EC%C6%FC%CB%DC&from=news_body&PT=news_body&rank=0
http://search.goo.ne.jp/web.jsp?MT=%C6%FC%CB%DC%CD%B9%C0%AF&from=news_body&PT=news_body&rank=0
http://search.goo.ne.jp/web.jsp?MT=%C1%B4%C6%FC%B6%F5&from=news_body&PT=news_body&rank=0


文系は「JTBグループ」、理系は「ソニー」が首位、マイコミ「大学生
就職人気企業ランキング」2009年3月13日 （日経BPネット）

毎日コミュニケーションズ（本社：東京都千代田区）が2009年3月
12日発表した2010年卒業予定者「大学生就職人気企業ランキン
グ」によると、文系ランキング総合1位はJTBグループが2年連続で
首位、理系ランキング総合1位はソニーが6年ぶりに首位に返り咲
いた。文系トップ5が前年と変わらないが、理系はトップ10全てで順
位が変動した。
深刻な不況によって、2010年卒の新卒採用市場は数年続いた売
手市場から買手市場に大きく様相が変わりそうという。採用数は減
少傾向で、例年より採用予定人数の決定時期も遅れている。「自分
たちの就職は厳しくなるだろう」と考える学生は、昨年の1割強から
約9割に激増。1人当たりのエントリー社数や企業セミナーに参加す
る割合も増えた。一方で「企業を見極めよう」とする姿勢も強まり、
企業選択のポイントでは安定要素の比率が高まっている。



文系総合ベスト5は、JTBグループ、資生堂、ANA（全日本空輸）、
三菱東京UFJ銀行、JAL（日本航空）。5位までのランキングは昨年
と同じで、景気に左右されない上位企業群の人気が鮮明になった。
選社理由は「業界上位」「安定している」「やりたい仕事ができそう」
など。とくにJTBグループは業界トップの実績に加え、地域別・事業
別にグループ各社が募集を行うため仕事内容が明確で、「やりたい
仕事ができそう」という選社理由の高さにつながっている。
トップ100位では、好業績の波に乗る7位のオリエンタルランド（昨
年10位）や、旅行会社などサービス各社の伸びが目立った。このほ
か8位にランクアップしたJR東日本（同19位）などの鉄道、エネル
ギー、食品業界の躍進がめざましい。男子1位は三菱東京UFJ銀行
（3年連続）、女子1位はJTBグループ（2年連続）だった。



理系総合ベスト5は、ソニー（昨年3位）、パナソニック（同8位）、資
生堂（同2位）、サントリー（同7位）、味の素（同11位）。前年1位のト
ヨタ自動車は7位に落ちた。ソニーは学生にとって身近で強力なブ
ランド力や、規格競争を制したブルーレイディスクなどの自主規格
への強いこだわりと最先端の技術開発に挑む社風が「技術力が高
い」「実力主義・能力主義である」といった選社理由につながった。
トップ100位までをみると、文系総合と同じく、鉄道・エネルギー各
社や食品各社が躍進。理系総合独自の特徴としては、8位にランク
アップした「旭化成グループ」に代表される化学業界が6社そろって
前年を上回り、薬品業界も9社中5社がランクアップしている。男子1
位はソニー（6年ぶり）、女子1位は資生堂（15年連続）だった。文
系・理系の総合・男子・女子各上位100社はWebで閲覧できる。有
効回答数は2万2077人。（平城 奈緒里＝Infostand）

http://job.mynavi.jp/conts/saponet/enq_gakusei/ranking/2009r
ank/index.html



「みずほ」など金融機関が就職人気、採用増で大学生
2007年4月12日（木） 読売新聞

リクルートが１２日発表した来春卒業予定の大学生の就職志
望ランキングで、金融機関が人気を集めた。金融機関の多くは
採用数を増やしており、リクルートは「門戸が広がったと感じた
学生の支持を集めた」と分析している。
今回から傘下金融機関の合計数で発表するように集計方法
が変更されたみずほフィナンシャルグループ（ＦＧ）がトップに
立ったほかにも、三菱東京ＵＦＪ銀行が３位（前年６位）、三井住
友銀行が１２位（同１３位）、野村証券１６位（同３９位）などと軒
並み順位を上げた。
電機・家電メーカーも、松下電器産業１０位（同２７位）、キヤノ
ン１８位（同４１位）、シャープ３０位（同８１位）などと人気が回復
した企業が多い。



来春卒の就職内定率、早くも３４％ リクルート調査
朝日新聞 2008年04月18日

０９年春卒業予定の大学生のうち３４．０％が、今月５日まで
に内定（内々定）を得ていることが１８日、リクルートが初めて発
表した就職活動動向調査でわかった。内定率は文系の２９．
６％に対し理系が４４．９％に達しており、理系学生の採用活動
が活発さをみせている。
ただ、その企業に入社の意思があるのは文系で１６．４％、理
系で２５．７％にとどまる。売り手市場が続く中、学生らはもっと
合う企業への就職を目指し、就職活動を続けているようだ。
調査は１～５日、関東、東海、関西の大学生を対象にインター
ネット上で実施し、１３４６人から回答を得た。





内定率８６％で最高 高校生就職０７年３月末
琉球新報(2007年4月28日)

県教育委員会は２７日、ことし３月に卒業した県立高校生の就
職内定率は同月末現在で８６・４％（内定者２８４９人）に達した
と発表した。昨年同期の８４・１％（２８０５人）を２・３ポイント（４４
人）上回った。１９９２年以降、最も高い内定率となった。
卒業者数１万５３３０人のうち就職希望者は２１・５％に当たる
３２９７人。
県外就職希望者の内定率は９３・２％（１１４４人）、県内希望
者は８２・４％（１７０５人）だった。内定率を男女別にみると、男
子が８９・４％（１６０３人）、女子は８２・９％（１２４６人）となった。
県教育委員会は就職内定率向上の要因を「県内でのインター
ンシップ、県外企業職場実習の実施、ジョブアドバイザーの配
置、県外求人開拓・定着指導などの成果が出た」と分析してい
る。



県内高校生就職内定率、過去最低の15・3%/文科省調査
琉球新報 2002年12月18日

来春卒業予定で就職を希望する高校生の10月末時点での調
査で、県内の内定率が過去最低の前年を1ポイント下回る15・
3%となり、全国でも最低となったことが17日、文部科学省の調
査により分かった。
県内の高校卒業予定者は1万6652人で、就職希望者は3465
人。そのうち内定者は529人で、県内224人、県外305人となっ
ている。県教育委員会では「県外求人数の半減、根強い県内志
向、高卒者が就職していた仕事に専門学校や大学、短大生が
シフトした」などを原因として挙げている。
県教委によると県内希望者は2480人(71・6%)、県外希望が

985人(28・4%)。9月末の求人数は県内が前年の424件に対し
311件で73%、県外が前年の1294件に対し719件と55%と半
減している。



県教委は「各学校が地域の企業に求人開拓することにより、ま
だ掘り起こしが可能」と話し、校長や就職担当者が直接企業に
出向き再度求人を要請するよう求めている。
全国の内定率も47・1%で、1976年以来最低だった昨年同期
を3・6ポイント下回った。就職先未定の生徒は約12万8000人に
上っている。
男女別では、男子49・7%、女子は44・1%。昨年同期比で男
子は4・1ポイント、女子は3・1ポイントそれぞれ下回った。
国公私立の高校で来春卒業予定の約129万人のうち就職希
望者は約24万2000人。うち内定者は約11万4000人にとどまっ
ている。
内定率が高い都道府県は岐阜70・4%、三重67・9%、愛知

67・2%-など。低いのは沖縄に次いで北海道25・1%、宮城28・
1%、高知32・2%、福岡33・2%となっている。







「職業指導」の講義内容

1章 職業と教育 （職業指導の視点）

2章 職業指導の理論と歴史

3章 産業社会の職業構造

4章 職業的選抜と能力主義

5章 学歴社会の職業的社会化

6章 職業指導の方法・技術

7章 学校における職業指導の実際

8章 諸外国の職業教育の現状と課題

9章 生涯教育のなかの職業と教育

10章 職業指導の課題と展望



1章 職業と教育 （職業指導の視点）

１－１ 職業の重要性
１－１－１ 職業の意味

ラインハルト（Reinhart,B., 1979）：
①個人の経済的目標の達成に寄与する。
②生計を得るだけではなく，自分にとって「自己実現」
を可能にし，生きがいを得ることができる。
職業的社会化により，「自己同一性（self identity）」
や「自己評価（self-esteem）」を獲得する。
③職業は個人の行動様式を規定する。
④社会的相互作用の仕方を規定する。



１－１－２ 職業と教育の関係

農業主導の時代には，
社会教育や徒弟教育が主であった。

産業社会では，職業分化が進行し，「専門職化」が進行するた
め，従来の「見よう見まね」式の教育では追いつかなくなった。

→ 学校を設置。教育の専門家を配置。
生徒を組織的，計画的，目的的に教育する。
職業の要請に見合った職業教育が実施される。

→ 社会の階層構造への人材の選抜と配分が学校によって行
われることになった。また，職業的地位達成過程が学校の試験
によって決定される時代を迎えた。



教育から職業への影響も強まっていく。

・適切な人材が供給されることで，職業の発展が可能。
・逆に人材供給の失敗による職業の衰退が可能。

教育が職業＝経済の論理に従属するのではなく，
教育のもっている理念や価値が職業や経済へインパ
クトを与え，そのことによって社会の発展が可能になる
側面がある。



１－２ 職業指導の概念

１－２－１ 職業指導の定義

職業指導は，社会変化や，個人のライフサイクルの変化，関連学
問領域の研究水準の深化を反映して，時代とともに変化する。

①個人の職業的成長発達の過程を生涯にわたって学校（幼稚園
～大学など）と社会（地域社会，産業界，マスコミなど）において
援助する教育。
②個人の職業的成長発達の課題を十分踏まえた教育。
③それを学校に限定しても，職業のみに狭く限定するのではなく，
一般教育，基礎教育との関係の中に位置づけていく教育。



職業教育が教育制度の中で制度化されていく。

①（理念のレベル）
社会の理論や個人のライフサイクルの理論に位置づけされた
職業教育の必要性。
②（現実のレベル）
学校制度の性格を反映した，つまり学校教育の進路決定の機
関としての性格を反映した職業教育。

①の規範的側面は法律や法規に反映されている。
・「人格の完成」（教育基本法第1条）
・「職業選択の自由」（日本国憲法第22条）
・「社会に必要な職業についての基礎的な知識と技能，勤労を
重んずる態度及び個性に応じて将来の進路を選択する能力を
養うこと」（学校教育法第36条第2号）



「職業指導」の概念と用語が，最近では「進路指導」へ

「職業指導とは，個人が職業を選択し，その準備をし，就職し，
進歩するのを援助する過程である。」
（文部省『職業指導学習要領』昭和22年）

「進路指導とは，生徒の個人資料，進路情報，啓発的経験およ
び相談を通して，生徒みずから，将来の進路の選択・計画をし，
就職または進学して，さらにその後の生活によりよく適応し，進
歩する能力を伸長するように，教師が組織的・継続的に指導・
援助する過程である。」
（文部省『中学校・高等学校進路指導の手引ー中学校学級担
任編』昭和36年）





アメリカの職業指導でも概念と用語が変化してきてい
る。

「職業指導」（vocational education）から
「キャリア･エデュケーション」（career education）へ。

「キャリア･エデュケーションは，初等・中等・高等・成人
教育の諸段階で，それぞれの発達段階に応じて，キャ
リアに入り進歩するように準備する組織的・総合的な
教育である。」
（マーランド Marland, S.P., 1972）
→ キャリア全体を視野に入れ，ライフサイクル全体を
包括した概念になってきている。



１－２－２ 職業指導の制度化

「社会からの要請」と「個人からの要請」は同様に職業指導を必
要としているが，その要請の方向は必ずしも調和したものであ
るといえない。むしろ，対立している。

産業社会からの要請：
①社会からの人材選抜要請への対応
②社会変動，技術革新，情報化，国際競争の激化にともなう職
業再編成への対応
③職業的社会化（個々の職業への「個人の社会化」）への対応

個人からの要請：
①個人の成長発達の過程を踏まえた対応
②個人の職業ニーズを踏まえた対応
③職業選択，職業学習，就職，職業的地位達成過程，職業的
社会化（「職業の個人化」）を踏まえた対応





職業的社会化a 「個人の職業化」
（社会・経済の側からの社会選抜を主軸にしている）
と，
職業的社会化b 「職業の個人化」
（個人の側からの自己実現やライフサイクルを主軸
にしている）
とが，葛藤を起こしている。

現実の社会では，a>b が成立し，個人の自己実現の
側面が十分に達成されていない。



a>b の状況において，進行するマイナス面：

①受験体制
②進学校と職業校の分化
③学歴主義による学習の儀礼化
④偏差値教育による「偏差値」「輪切り」型の進路指導
⑤職業的社会化の病理
⑥人間性の阻害と不的確な職業意識の形成

a>b の状況では，合理性，能率性，効率性は追求さ
れるが，教育本来の機能が阻害され，ライフサイクル
のなかでゆっくりと成長発達の段階を踏まえて人間を
育てていく教育の過程が歪められる。





１－３ 職業指導の論理

１－３－１ 変動社会の職業指導

変動社会の特徴
①産業・職業構造の再編成
②情報化
③国際化
④官僚制化
⑤生涯学習社会化
⑥大衆化

教育機能自体が現実に従属するだけではなく，現実を革新して
いく力を十分発揮することが求められる。
未来に対して十分通用する職業教育が求められている。



教育は「保守的機能」と「革新的機能」をもつ。

保守的機能：過去の伝統を伝達して維持していく機能
革新的機能：社会の現状を変革していく機能

社会の経済機能が教育機能を従属させている現在は，
「革新的機能」にあまり重点がおかれていない。
個人の側からの十分な職業的社会化が達成されてい
ない。
→ 職業社会の変化に対応する能力，職業のなかで
新しい領域を開拓していく能力，職業に対する愛着，
興味，意欲などを十分に涵養する教育が必要。



○が長所，×が短所とすると，

「教科中心主義」 ＜性悪説の立場＞
○ 知識中心（教師主体）
○ 体系的、系統的学習効率的
× 画一的、硬直的、管理的

「児童中心主義」 ＜性善説の立場＞
○ 経験中心（子ども主体）
○ 主体的，意欲的，自由な学習
× 非効率的で時間がかかる
× 体系的ではない，単発的



望まれる授業は，どれでしょうか？

１．楽しくて、よくわかる授業

２．楽しくないが、よくわかる授業

３．楽しいが、よくわからない授業

４．楽しくなくて、よくわからない授業
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	スライド 72
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	スライド 83: 「みずほ」など金融機関が就職人気、採用増で大学生 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2007年4月12日（木） 読売新聞    　リクルートが１２日発表した来春卒業予定の大学生の就職志望ランキングで、金融機関が人気を集めた。金融機関の多くは採用数を増やしており、リクルートは「門戸が広がったと感じた学生の支持を集めた」と分析している。 　今回から傘下金融機関の合計数で発表するように集計方法が変更されたみずほフィナンシャルグループ（ＦＧ）がトップに立ったほかにも、三菱東京ＵＦＪ銀行が３位
	スライド 84: 来春卒の就職内定率、早くも３４％　リクルート調査 　　　　　　　　　　　　　　　　　　朝日新聞　2008年04月18日  　０９年春卒業予定の大学生のうち３４．０％が、今月５日までに内定（内々定）を得ていることが１８日、リクルートが初めて発表した就職活動動向調査でわかった。内定率は文系の２９．６％に対し理系が４４．９％に達しており、理系学生の採用活動が活発さをみせている。  　ただ、その企業に入社の意思があるのは文系で１６．４％、理系で２５．７％にとどまる。売り手市場が続く中、学生らはも
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	スライド 88: 県教委は「各学校が地域の企業に求人開拓することにより、まだ掘り起こしが可能」と話し、校長や就職担当者が直接企業に出向き再度求人を要請するよう求めている。   全国の内定率も47・1%で、1976年以来最低だった昨年同期を3・6ポイント下回った。就職先未定の生徒は約12万8000人に上っている。   男女別では、男子49・7%、女子は44・1%。昨年同期比で男子は4・1ポイント、女子は3・1ポイントそれぞれ下回った。   国公私立の高校で来春卒業予定の約129万人のうち就職希望者は約24万
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	スライド 92: 1章　職業と教育　（職業指導の視点）  １－１　職業の重要性 １－１－１　職業の意味  ラインハルト（Reinhart,B., 1979）： ①個人の経済的目標の達成に寄与する。 ②生計を得るだけではなく，自分にとって「自己実現」を可能にし，生きがいを得ることができる。 職業的社会化により，「自己同一性（self identity）」 や「自己評価（self-esteem）」を獲得する。 ③職業は個人の行動様式を規定する。 ④社会的相互作用の仕方を規定する。
	スライド 93: １－１－２　職業と教育の関係  農業主導の時代には， 社会教育や徒弟教育が主であった。  産業社会では，職業分化が進行し，「専門職化」が進行するため，従来の「見よう見まね」式の教育では追いつかなくなった。  →　学校を設置。教育の専門家を配置。 　生徒を組織的，計画的，目的的に教育する。 　職業の要請に見合った職業教育が実施される。  →　社会の階層構造への人材の選抜と配分が学校によって行 われることになった。また，職業的地位達成過程が学校の試験によって決定される時代を迎えた。
	スライド 94: 教育から職業への影響も強まっていく。  ・適切な人材が供給されることで，職業の発展が可能。 ・逆に人材供給の失敗による職業の衰退が可能。  教育が職業＝経済の論理に従属するのではなく， 教育のもっている理念や価値が職業や経済へインパクトを与え，そのことによって社会の発展が可能になる側面がある。
	スライド 95: １－２　職業指導の概念  １－２－１　職業指導の定義  職業指導は，社会変化や，個人のライフサイクルの変化，関連学問領域の研究水準の深化を反映して，時代とともに変化する。  ①個人の職業的成長発達の過程を生涯にわたって学校（幼稚園～大学など）と社会（地域社会，産業界，マスコミなど）において援助する教育。 ②個人の職業的成長発達の課題を十分踏まえた教育。 ③それを学校に限定しても，職業のみに狭く限定するのではなく，一般教育，基礎教育との関係の中に位置づけていく教育。
	スライド 96: 職業教育が教育制度の中で制度化されていく。  ①（理念のレベル） 社会の理論や個人のライフサイクルの理論に位置づけされた職業教育の必要性。 ②（現実のレベル） 学校制度の性格を反映した，つまり学校教育の進路決定の機関としての性格を反映した職業教育。  ①の規範的側面は法律や法規に反映されている。 ・「人格の完成」（教育基本法第1条） ・「職業選択の自由」（日本国憲法第22条） ・「社会に必要な職業についての基礎的な知識と技能，勤労を重んずる態度及び個性に応じて将来の進路を選択する能力を養
	スライド 97: 「職業指導」の概念と用語が，最近では「進路指導」へ  「職業指導とは，個人が職業を選択し，その準備をし，就職し，進歩するのを援助する過程である。」 　（文部省『職業指導学習要領』昭和22年）  「進路指導とは，生徒の個人資料，進路情報，啓発的経験および相談を通して，生徒みずから，将来の進路の選択・計画をし，就職または進学して，さらにその後の生活によりよく適応し，進歩する能力を伸長するように，教師が組織的・継続的に指導・援助する過程である。」 　（文部省『中学校・高等学校進路指導の手引ー中
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	スライド 99: アメリカの職業指導でも概念と用語が変化してきている。  「職業指導」（vocational education）から 「キャリア･エデュケーション」（career education）へ。  「キャリア･エデュケーションは，初等・中等・高等・成人教育の諸段階で，それぞれの発達段階に応じて，キャリアに入り進歩するように準備する組織的・総合的な教育である。」 （マーランド　Marland, S.P., 1972） →　キャリア全体を視野に入れ，ライフサイクル全体を包括した概念になってきている
	スライド 100: １－２－２　職業指導の制度化  「社会からの要請」と「個人からの要請」は同様に職業指導を必要としているが，その要請の方向は必ずしも調和したものであるといえない。むしろ，対立している。  産業社会からの要請： ①社会からの人材選抜要請への対応 ②社会変動，技術革新，情報化，国際競争の激化にともなう職業再編成への対応 ③職業的社会化（個々の職業への「個人の社会化」）への対応  個人からの要請： ①個人の成長発達の過程を踏まえた対応 ②個人の職業ニーズを踏まえた対応 ③職業選択，職業学習，就
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	スライド 102: 職業的社会化a　「個人の職業化」 　（社会・経済の側からの社会選抜を主軸にしている）　　と， 職業的社会化b　「職業の個人化」 　（個人の側からの自己実現やライフサイクルを主軸にしている） とが，葛藤を起こしている。  現実の社会では，a>b　が成立し，個人の自己実現の側面が十分に達成されていない。  　
	スライド 103: a>b の状況において，進行するマイナス面：  ①受験体制 ②進学校と職業校の分化 ③学歴主義による学習の儀礼化 ④偏差値教育による「偏差値」「輪切り」型の進路指導 ⑤職業的社会化の病理 ⑥人間性の阻害と不的確な職業意識の形成  a>b の状況では，合理性，能率性，効率性は追求されるが，教育本来の機能が阻害され，ライフサイクルのなかでゆっくりと成長発達の段階を踏まえて人間を育てていく教育の過程が歪められる。
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	スライド 105: １－３　職業指導の論理  １－３－１　変動社会の職業指導  変動社会の特徴 ①産業・職業構造の再編成 ②情報化 ③国際化 ④官僚制化 ⑤生涯学習社会化 ⑥大衆化  教育機能自体が現実に従属するだけではなく，現実を革新していく力を十分発揮することが求められる。 未来に対して十分通用する職業教育が求められている。
	スライド 106: 教育は「保守的機能」と「革新的機能」をもつ。  保守的機能：過去の伝統を伝達して維持していく機能 革新的機能：社会の現状を変革していく機能  社会の経済機能が教育機能を従属させている現在は，「革新的機能」にあまり重点がおかれていない。 個人の側からの十分な職業的社会化が達成されていない。 →　職業社会の変化に対応する能力，職業のなかで新しい領域を開拓していく能力，職業に対する愛着，興味，意欲などを十分に涵養する教育が必要。
	スライド 107: 　　　　○が長所，×が短所とすると，  「教科中心主義」　　＜性悪説の立場＞ ○　知識中心（教師主体） ○　体系的、系統的学習効率的 ×　画一的、硬直的、管理的  「児童中心主義」　　＜性善説の立場＞ ○　経験中心（子ども主体） ○　主体的，意欲的，自由な学習　 ×　非効率的で時間がかかる ×　体系的ではない，単発的
	スライド 108: 　　望まれる授業は，どれでしょうか？  １．楽しくて、よくわかる授業  ２．楽しくないが、よくわかる授業  ３．楽しいが、よくわからない授業  ４．楽しくなくて、よくわからない授業

